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普通株主の行動における
　　　会計の位置づけ
一N．J1ゴネーヅ氏の所説に寄せて一
片　山　　　覚
一　は　じ　め　に
　N．J，ゴネーヅ（Nicho1as　J，Gonedes）氏は，1971年テキサス大学から「普
通株主のための会計」（Accounting　for　Common　Stockho1ders）と題するモ
ノグラフを公げにしている。ωこの文献にはr折衷的意思決定および動機づけ
の基礎」（An　Ec1ectic　Decision－Making　and　Motivationa1Fomdation）
というサブタイトルが添えられているが，本書でのゴネーヅ氏の主張には要約
すると次のような特徴があげられる。
　1．会計学における行動科学的アプローチの必要性を強調している。
　2．人閲行動の理論的塞盤として，ゲシタルト心理学（gesta1t　psycho1ogy）
　　および場の理論（丘e1d　theory）を適用している。
　＆　意患決定者の行動モデルとして，普通株主の行動モデルに限定している。
　以上のような主張にもとづいて，ゴネーヅ氏は，人閲行動におげる会計情報
の役割りを研究し，その位置づけを試みている。比較的抽象的レベルでの議論
が多く，臭体的な会計測定方法との必然的な結びつきに若干弱い点があると考
えるが，心理学においても難解とされ，特異な地位を占めているゲシタルト心
理学を積極的に導入していることに興味を感じた。そこで本稿では，ゴネーヅ
氏の主張をその論理的な流れにしたがって若干の検討を行なうこととする。
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ニゲシタルト心理学の導入
　ゴネーヅ氏は，会計行為とは一種の清報提供活動（i㎡0㎜atiVe　SemiCe
aCtiVity）であるという立場をとっている。会計のひとつの目的として，通常，
経済的な性質を持つある種の意思決定を容易にするということがあ乱この会
計目的を設定するために，ゴネーヅ氏は，1961年のムーニヅツ（Maurice
M00㎡tz）氏の定義，‘2〕1966年のアメリカ会計学会基礎的会計理論委員会のいわ
ゆるASOBATの会計目的の定義，1副およびストウバス（George　J・Staubus）
氏の定義一4〕を引用している。
　会計が人間の行動になんらかの関係をもつということを前提とするならば，
会計理論は人間行動に関する諾命題を基礎として構成される必要がある。会計
理論は，ある面では人間行為の心理学的側面，思考および意思決定の心理学的
側面，さらに言語やコミュニケーショソの行動的側面に関する各種の命題から
派生されるべきである。会計学は人間の行為を通じて発生する活動にかかわっ
ているのであるから，人問行動に関する理論が，会計学の領域にも関連してく
るのが自然である。㈲そこでゴネーヅ氏は，会計学の領域におげる行動科学的
研究の必要性を強調している。屯し会計を，ある種の人間行為の促進化を目的
とする活動の集合体であると仮定するならぼ，会計学に関連のある行動モデル
を，理論形成の前提条件とみなすべきであろう。
　会計学は基礎科学（basic　discipline）ではたいといわれる。会計の基礎概念
は，多くは他の学間領域あるいは科学に、おいて発展してきた理論または観念か
ら由来Lたものである。ゴネーヅ底のこの基本的立場㈲は，チェソバース（R．
工Cha㎜bers）氏の見解ωや，トルーブラッド（R．M．Tmebloω）氏の見解81
に共通するものである。またゴネーヅ氏は，会計は人間行動のプロセスの一部
として取り扱われるべきで，そのアプローチは，「有機的」（0rganiSmiC）なも
のとなるべきであるとしている。工91ごの主張の背景には，ワーナーおよびキャ
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ブラソ（H，Wemer　and　B．Kaplan）氏の見解ωの存在していることが捷
定できる。すなわち，有機的アブローチには，ふたつの密接な関連をもつ一般
仮説カミある。第一の仮説は，全体論的仮説（holistic　assumption）である。こ
の仮説は，都分的器官あるいは活動は，それらによって構成される全体によっ
て規定されるとするものである。第二の仮説は，指令の仮説（directi▽eness
aSsumption）であり，ある有機体の各種の器官または活動は，全体としての有
機体の活動に内在する目的の実現に向けて機能することを意味している。
　このふたつの仮説を前提とする理由は，ゴネーヅ氏が「一般行動そデル」の
設定において明らかにしているように，ゲシタルト心理学および場の理論にお
いて発展してきた概念を応用Lているからである。本書の第二章においてr一
般行動モデル」の概念を記述し，第三章において，r普通株主行動モデル」へ
と展開Lている。この行動概念の基礎としている心理学の文献としてぽ，次の
ようなものが参照されている。すなわち，ハルトマン（G．W．Hartmam）の
rゲシタルト心理学」（Gesta1t　Psychology），固リーパー（R．W．Leeper）「レ
ヴィソのトポロジーおよびベクトル心理学」（Lewin’s　Topo1ogical　and▽ector
Psycho1ogy），胸メイスン（K．B．Madsen）rモティベーショソの理論」（Theo－
ries　of　Moti欄tion），固レヴィソ（Kurt　Lewin）「トポロジー心理学原理」
（Principles　of　Topo1ogical　Psycho1ogy），㈱カートライト（Dorw虹Cartwri－
ght）他r杜会科学における場の理論」（Field　Theory　in　Socia1Science），固
およびコフカ（K．Ko砒a）「ゲシタルト心理学原理」（Principles　of　Ges胞1t
Psychology）㈹等が掲げられている。
　ゴネーヅ氏が会計学への応用をするために用いたゲシタルト心理学とは，形
態心理学ともいい，1912年，ドイツの心理学者，ヴェルトハイマー（M．
Wertheimer）を始祖とし，いわゆるベルリソ学派によって展開された心理学
説である。それ以前の心理学説は要素観と機械観によって，ダイナミック放人
間生活を解明するには不十分であるとの批判を行たった。その緒果，心理現象
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の全体性，有機性を強調し，物理学の力学原理やr場」の理論などの概念を心
理学に導入し，独自の心理学体系を確立していったものである。最初は視知覚
の領域で出発Lたが，心的発達の問題，記憶や情緒および意思の分野，さらに
は杜会心理学的事象など，心理学の全般的な問題をその研究領域内に導き入れ，
現代心理学における柱のひとつとなっているのである。吻
三　投資家行動の一般概念
　ゴネーヅ氏は，人問行動の　般概念をゲンタルト心理学を導入して，次の関
数で表現している。胸
　　B＝∫（工功）＝∫（λ，E）
但し，3；人間行動
　　　五功＝行為老の生活空問
　　　λ；行為老
　　　亙＝行為者の心理環境
　すたわち，人間行動はある行為老の生活空間（1ifespace）の関数である。行
為者の生活空聞を決定する要素はふたつあり，それは行動の主体としての行為
者（actOr）と，行為者の心理環境（psychological　en∀irOn皿ent）である。行
為者の生活空間というのが，物理学でいう「場」（丘eld）に相当する概念であり，
場の心理学の基本的概念である。行為老の生活空間とは・ある一定時点におい
て行為老の行動に影響を及ぼす現象の全体である，と定義されている。個人の
行動は，そのときそのときに，行動主体とその環境を含む構造化された全体に
よって決定されている。この全体が「生活空閻」である。個人に対して働きか
ける現象または事実は，単に物理的なものだげではない。杜会的，意識的・あ
るいは無意識的な場合もありうるのである。胸
　ゴネーヅ氏は，この行為者を投資家，なかでも普通株主に限定をして，ゲシ
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タルト心理学概念の応用をはかっている。投資家と普通株主とは，ゴネーヅ氏
は同じ意味で用いているが，投資家はある特定の生活空間を持ち，この生活空
間は主体としての投資家とその心理環境から構成されてい乱このケースにお
ける生活空間とは，投資家の行動に影響を及ぼす現象の全体，すなわち投資家
の行動動機に影響を及ぼす現象の全体を意味す乱
　個人の生活空間は，一般的に次の3つの特徴を有してい私
　1．個人の生活空問は時間展望（time　perspective）というものを有してい
る。時間展望とは，カートライト氏編の「杜会科学におげる場の理論」におげ
る定義によれば，「時間展望とは，ある一定時点に存在する個人の心理的未来
と心理的過去の全体である」㈱という。この時間展望が，現在の生活空間
（present肚espace）を規定するのであり，結局，時間展望が現在の人閻行動
の決定要因となるのである。
　2．人間行動は現在の期待（present　expectatiOns）を通Lて未来を志向す
る。人聞行動は現在の状態を変化させたいという目的を有している。人聞は未
来志向的でなければ改らないが，しかしその期待というのは，現在の時点にお
いて存在していなければならない。
　3．現在の生活空間には心理的過去も含まれる。人閲行動は未来志向的では
あっても，過去は現在との関係において人閻行動に影響を及ぼすのであ乱こ
の遇去と現在との関係は，記憶（㎜emOrジ）あるいは蓄積された知識（stored
knowledge）によって表現される。
　結局，遇去および未来の場（丘e1d）は，それ自体では人間の行動になんら影
響を及ぼさたい。あくまで現在の場との関係があって，はじめて人間行動に影
響を及ぼすというものである。凶人間行動は時問展望を含めた，現在の場
（pres㎝t丘eld）に依存するのである。
　さらにゴネーヅ氏は，投資家の生活空間の全体構造を次のような組織図で表
現Lている。働
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第1図　投資家の生活空間
環境テータ（フィードパック）
月
内的シ又テム
??
??会計
??、?????????ー? ＝プロセス
知覚システム 実行システム
??
1 財産
（知識への追加） （知識） （人間行動）1??
投資家
??????
■
環境データ（フィードバック）
　すなわちある行為者の生活空間は行為者とその心理環境の2つの構成要素に
区分される。行為著の内部構成要素は行為者のサブシステム（subsystems）で
あり，心理環境の構成要素は領域（regiOnS）である。行為者，すなわち投資家
のサブシステムは，内的システム（imer－persOnal　system），知覚システム
（perceptual　system），認知システム（cOgniti▽e　system）および実行システ
ム（executive　system）の4つから構成されている。
　以下，個人の生活空閻のシステムの各概念および相互関係を投資家の場合に
あてはめながら考察Lてみる。
　内的システムは，さらに動力発生変数（dynamogenic　variables）と指令変
数（directivevariables）とから穣成される。動力発生変数とは，刺激によっ
て行動エネルギーの高まる，そのような機能を分担する変数であり，指令変数
とは，規制，組織化，方向づげ，あるいは行動の命令機能をもつ変数である。肉
個人の動機，価値観，目標および必要性などが，この内的システムに帰属する
要素なのである。
　投資家が行動を行なう動機のうち支配的なものは富または財産の蓄積
（Wea1th　aCCu血ulatiOn）にある，と主張してい私投資家はその生活空聞の中
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には，投資家としての人格以外にも，たとえばアメリカ人，男性，父親など数
多くの人格があるわげであるが，全人格の部分集合としての投資家という立場
に立つ場合には，その生活空間のうち富または財産都門（wealth　sectOr）に関
する動機が優先するというのである。富または財産の蓄積とは，一般購買力
（generalized　purchasing　power）あるいは経済資源に対する支配力（cOm－
mand　over　economic　resources）の蓄積であると定義している。
　富の動機が，投資家をして動力を発生させる機能を果し，さらに低い富の水
準から，より高い富の水準への概念上および物理上の移動の指令を行なうので
ある。ゴネーヅ氏は富の最大化（wealth　maximization）と富の極大化（wealth
optimization）とを区別して用いている。すなわち富の蓄積動機といっても，
厳密な意味では，後述するような認知システムにおける人間の知識の隈界，制
約により，富の最大化という目的は実現不可能である。したがって投資家の行
動に関して，より一般的な記述をするには，富の最適化という動機で表現する
方が正確であると主張している。幽個人の生活空間のなかで考えられる最高の
富の状態が最適な富の状態とたり心理帥こ均衡状態を実現するものとなる。
　いま投資家が，2種類の金融資産，すなわち貨幣と普通株式の聞で自己のポ
ートフォリオを考えるものと仮定する。㈲
　普通株式に関連して予測される期待利回り（expected　yield）は，投資家が
考えられるすべての予想利回り（凪）について設定する主観確率分布（subjec－
ti▽e　probability　distribution）によって決定される。つまり期待利回りは次
式によってあらわされる。
　　　　　　　w　　　　．吻＝Σ児P（凪）
　　　　　　｛＝i
　　　但し　仰＝普通秩式に関する期待利回り
　　　　　　兄＝6番目に考えられる予想利回り
　　　　　　P（兄）≡＆の主観確率
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　これに対して普通株式に起因する危険は，予想利回りの確率分布によって示
される分散度（degree　of　dispersion）の関数である。危険を数量化するには，
投資家は次のような（的の標準偏差（standard　deviatiOn）を用いる。
　　亙σゲΣ〔児一μ児〕2〔P（瑚〕
　　｛三1
但し，σ螂＝凪の標準偏差
　　　兄…普通株武に関して6番目に考えられる予想利回り
　　　μ児＝期待利回り
　　　P（見）＝兄の主観確率
　投資家の総投資可能資産に対する期待利回りと危険とは，普通株式に投資す
るポートフォリオの比率（s）と，貨幣で保有する比率（〃）とによって決ま
る。貨幣の実質的利回りはOと仮定するので，（8）に注目をすればよい。すな
わち，あるポートフォリオに対する期待利回り〔亙（五）〕と，危険（σ児）とは次
のように表現される。
1；（1～）＝∫．μ児，　O≦∫≦1
σ亙＝S・σo，　　O≦∫≦1
　投資家は，∫を増犬させることによって，ポートフォリオの期待利回りを増
加することができる。しかし，∫の増大とともに，ポートフォリオの危険も増
大するのである。投資家は一方では利回りを高め，他方では危険を回避したい
という願望を常に有している。心理環境の領域の個所で後述するが，危険の誘
発性（va1ence），吻（σ螂）は負（negati▽e）の性格をもつ誘発性であり，危険
が投資家に対して及ぽす力（fOrCe）は，投資家をして危険から遠ざかりたいと
いう気持を誘因するものである。投資家は株式の組入れ比率（8）を減らすこと
によって，危険σ児＝∫・σoを減少しようと考える。これに対して，期待利回り
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の誘発性吻（μ丑）は，正（pOsitive）の性格をもつものであり，投資家の心
理をひきつけ，（s）を増加させたいと促す要素である。投資家（∫）にとっての
危険（σσ）の力を1∫トσ。iによって表現し，期待利回り（牌）の力を1∫1；侮1
によって表現するたらば，
　　　　1仏μ児ト1∫ムーσglの場合には，
投資家は未来に対して不安を感じない。均衡状態となり，新たな意思決定行動
をおこそうという動機は発生しない。Lかるに，
　　　　1∫ム仰1－1∫ムーσ螂1＞Oとなる場合には，
力のバラソスに不均衡が生ずるため，投資家の心に不安が生じ，均衡を回復し
たいという動機が生ずるのである。㈱投資家行動の目標は，均衡状態を回復す
ると同時に，自己の財産に対して考えうる最高の期待利回りを達成したいとい
うところにある。
四　会計清報の位置づげ
　前節では投資家の生活空間のなかで，行為老のサブシステムのひとつである
内的システムを主として吟味してきた。次に本節において，その他のサブシス
テムおよび心理環境の概念を挨討し，会計情報の位置づけを考察することにす
る。
　投資家はその行動目標を実現するために，継続的に，自己の財産に影響を及
ぼす要素に対して分析を止めることをしない。知覚システムとは，投資家がこ
のシステムによって環境データを捕捉する媒体である。環境データはこのシス
テムを通過することによって，感覚データ（sense　dぬ）に変換される。この
ように環境と投資家との関係は，投資家の事実に対する解釈に基礎をおいてい
る。すなわち裏実そのものとしての環境ではなく，投資家の主観を通して解釈
された事実である。
投資家の知覚システムは，その生活空聞の中で婁在の財産状態と比較して，
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好ましいと思われる財産状態の存在が示されるような環境デニタに敏感であ
る。たとえぱ，ある企業の将来の経済活動についての推論により，現在のポー
ト7オリオによって期待できるものよりも，薪たな組合わせのポートフォリオ
に財産を投資することにより期待される財産の変化率の方が大であることが予
測され，しかもそのような財産の再分配を行なうことが，生活空聞の均衡とも
一致するような場合に，現在の財産状態は不均衡の状態であると感ずるのであ
る。この新たな財産状態が，正の誘発性を有する，ひとつの対象領域（objec－
ti∀e　region）であり，主体をひきつける誘因的な力をもつ対象領域とな乱
　投資家の認知システムには遇去，現在および未来に関する知識が合まれてい
る。個人の生活空聞および時聞展望に関する清報がこのシステム内に蓄積され
ている。ゴネーヅ氏は過去，現在および未来の知識の意義および関連性を次の
ように指摘している。すなわち，現在の知識は，現在の財産状態を理解する遇
程において投資家に利用される。遇去の知識は，現在の移動を容易にする隈り
において，投資家によって利用される。遇去の知識は，投資家の現在の財産状
態と関違性を持たねばならない。さらに投資家行動とは，時間展望を含めて，
投資家の現在の生活空閻の関数であるから，遇去の知識も現在の言葉で表現さ
れなけれぱならない，と主張している。閉投資家の過去および現在の知識は，
投資家の期待を定式化し，さらに以前に定式化した期待を再吟味するのに利用
される。投資家の期待と，その現在の財産状態とが，投資家の財産管理行動を
決定するのである。
　　しかしながら，現在の知識および過去の知識それ自体では投資家の行動をう
ながす要因とはならない。未来の知識，す改わち未来への予測あるいは期待が，
投資家の現在の財産状態に関連性をもつ場合に，投資家に対する刺激を与える．
潜在的な能力を持つのである。㈱
　　以上のように認知システムにおげる知識の意義を分析すると，会計情報の位
置づけも定ってくる。会計清報の内容を，投資家の認知システムにとって利用
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できる知識のひとつと考えることは，非合理的なものではない。会計情報の価
値は，企業に関する未来の事象についての推論を定式化する過程での有用性如
何によって決定されるのである。
　投資家の4つのサブシステムのうち残る実行システムとは，これによって人
間行動をひきおこすシステムであり，このシステムを通して人は不安または不
均衡を除去しようとするものである。投資家がそれによって自己の財産につい
ての生活空間の均衡を回復・緯持するシステムである。
　以上，4つのサブシステムは投資家の生活空問の中でそれぞれ独立Lている
ものではなく，相互に密接た関係を有しているのである。ゲシタルト心理学は，
部分よりも，全体性を重んじ，部分の有機的結合性を強調しているのである。
ひとつの知識としての会計清報も，全体的な人問行動の促進に貢献すべきもの
であって，会計情報だけが独立して存在できるものではない。相互の関連性を
十分に考え改がら，会計プロセスの位置づけを行なうべきなのである。
　次に・生活空間において主体である投資家以外のもうひとつの構成要素である，
投資家の心理環境を考察しよう。心理環境とは，行為者が移動（10COmOtiOn）
を行なえると考えることのできるすべての状態から構成される。場の理論では，
移動とは位置（pOsitiOn）の変化，すなわちある領域に向けての動き，または
ある領域から離れようとする動きとして定義される。移動は物理的（rea1）な
場合もあれば，概念的（conceptua1）な場合もある。プラソニングとは，ある
種の意恩決定ではあるが，物理的移動に先立つ，概念的移動，すなわちエイコ
フ（R．L　Acko舐）氏の定義を借りれば，anticipatory　decision　makingでる
る。㈲
　心理環境の領域のうち会計理論の構成にあたって重要な関係をもつ領域の概
念は，対象領域，媒介領域（media　regi㎝s）および障害領域（blmlier
regionS）の分類であるとしている。蜘投資家の生活空間，すなわちr場」は静
的なものではたく動的な性質をもっている。すべての行動は，投資家とその心
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理環境との間で破れた均衡，すなわち「緊張」の源泉である破壊を回復しよう
と努めるものである。緊張の結果である「力」が投資家の場のたかに介入して
くる。これらの「力」はレヴィソ氏によると誘発性または誘意性（YalenCe）と
呼称され，そのような「力」をもつ領域を対象領域と呼んでいる。これらの対
象領域は，投資家をひきつける場合には，正の誘発性を，また逆の揚合には負
の誘発性をもつと定義されている。
　ある対象領域の誘発性は，窮極的には投資家の動機とその領域の性質にした
がって決定される。さらにそこで構成されるr力」は，この投資家と領域との
問の「距離」（distance）と関数関係をもつという。両者の問の距離にも，物理
的距離だけでなく概念的距離の場合がある。後老は，たとえば，次のような原
因から生ずる。すなわち，ある対象領域への移動のために採用する必要のある
代替的方法に関する知識の欠如や，あるいはある領域の達成に関して生ずる成
果を集約する知識の不足などがあるのである。
　会計プロセスは，通常，意思決定者の機会および制約についての認知に影響
を及ぼL，意思決定者が代替的行動を評価できるような内容のメッセージを提
供するプロセスだと考えられている。そこで心理環境の領域概念の性質を適用
して考えてみると，会計の目的のひとつは，会計情報の利用老とその対象領域
との問に存在する概念的距離を減少させることであると，定義することができ
よう。帥
　媒介領域とは，投資家がある対象領域聞を移動するために通過する領域であ
る。当初の財産状態（当初の対象領域）から，最適な財産状態（最適な対象領
域）への概念的および物理的移動のために通遇する領域である。この領域は，
新しい状態または位置を達成するために行為著が採用する活動または関係によ
って表わされる。すなわち媒介領域は，目的達成のための手段として機能する
ものである。したがって，会計サービスの利用老と会計プ肩セスとの聞で確立
される関係は，利用者の生活空間内での媒介領域であるということができよ
488
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㌔つまり個人がある特定の行為を促進するために入る領域，あるいは当初の
領域からある種の対象領域へ移動するプロセスを容易にするために通遇する領
域なのである。ゴネーヅ氏は会計プロセスをこのように媒介領域に帰属するひ
とつであると主張している。
　最後に，障害領域とは，個人が目的を達成する際に遭遇する各種の制限ある
いは制約であると定義されよう。このように，対象，媒介および障害の3つの
領域が，投資家の心理環境を構成し，相互に有機的関係を結んでいるのであ
る。
五　む　　す　　び
　以上，本稿ではN．J、ゴネーヅ氏の所説を中心にして人間行動，なかんずく
投資家（普通株主に隈定している）行動における会計情報の位置づけを考察し
てきた。ゴネーヅ氏の理論のアブローチの検討に重点を置き具体的な会計測定
の段階まで詳細に立ち入ることをしなかった。したがって，この「むすび」
ではこれまでの議論をまず要約し，さらにゴネーヅ氏が提案している会計測定
方法について若干ふれておきたい。ただゴネーヅ氏の主張は全体的立場からの
会計または会計情報の位置づけに，その議論の主たる部分を割いていることが
うかがわれる。本書の会計学上のひとつの意義は，ゲシタルト心理学や場の理
論を会計学に適用したことにあると考える。
　ゴネーヅ氏は会計学に・おげる行動科学的研究の必要性を強調している。基礎
的な行動概念としてゲシタルト心理学および場の理論の導入を行肢った。これ
らの心理学説は，心理現象の全体性，有機性を強調したものである。投資家の
行動はその生活空間によって決定され，生活空問は投資家と心理環境により構
成される。生活空間が，いわゆる「場」を意味している。投資家には内的シス
テム，知覚システム，認知システム，および実行システムの4つのサブシステ
ムがあり，会計情報は認知システム内に蓄積される知識のひとつである。この
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サブシステムは相互に有機的な関違性を持つ，相互依存の関係にある。遇去，
現在および未来の知識の相互関係についても考察した。心理環境を対象領域，
媒介領域および障害領域に分類するならば，会計情報は媒介領域に帰属し，現
在の対象領域と最適な対象領域との間の距離を狭める機能を有している。
　以上が本稿の要約であるが，ゴネーヅ氏はさらに確実性下および不確実性下
での投資意思決定について議論している。また人間行動における慣性（ine地a）
の法則の特徴について記述している。投資家に影響を及ぼす力の不均衡が一定
の臨界水準（CritiCa11e∀e1）内である場合には，あたかもなんらの変化も発生
しないかのように，行動を必要としないと考える。最後に，ゴネーヅ氏は投資
家に対する会計情靭こ次のものを包含すべきだと主張している。
　1．企業の現在の財産状態
　2．企業によって経験された財産の変化
　3．企業の現在の生活空間の時間展望
　4．企業の生活空間の環境構成要素
　さらに次のような差異データ（variance　data）を明示するよう主張している。
　1．企業の期待のうち実現された程度を示す差異データ
　2。企業の期待の変化
　3．時の経過に伴たう企業の財産の変化
　4　経営者の企業に対する割引現在価値とその市場価額との差異
　この提案は，普通株主を対象とした報告馨でも，企業内部の経営管理目的に
おげる「業務報告書」（perfOrmance　repo廿s）と同様の機能をもたせるべきだ
というものである。例外的および異常項目に注目し，例外管理の機能を効率的
に果しうる清報を提供すべきだと主張している。
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